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内容等
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政務活動。
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芝川郷土史研究会会則

第1条 （名称）

本会は芝川郷土史研究会と称す。

第2条（事務所）
本会の事務所は会長宅に置く。

第3条 （目的）

本会は､郷士や周辺の歴史と文化を調査研究し､それを将来に残す活動を行うことを
目的とする｡併せて､郷士の文化財を守り､遣し､一層の郷土愛の高揚とこれらの活動
を通して会員相互の親睦を図る。

第4条（事業） ．／
本会の目的を達成するために､次の事業を行う。
1，役員会及び各部会の開催
2、調査･研究視察の実施
3、講演会の実施

4、会誌｢かわのり』の発刊､販売､贈呈
5、古文書､遺跡､民俗の研究
6，会員相互の連絡及び協力の推進

第5条（会員）

本会の趣旨に賛同する人は､会員となることができる。
2会員に本会の名誉を損なう行為があった場合は､役員会に諮り除名する。

第6条（会費）

年会費は3,000円(発行の会誌『かわのり』1冊を含む)とし､活動費､講演会講師の
謝礼､『かわのり』発行や事務費等､本会の運営上必要な費用に充当する｡なお､各研
修会の参加費は別途徴収する。
2総会から半年間､会費未納の場合は退会したものとする。
34条の事業を運営するに当たり､役員会に諮り､臨時に会費を徴収することができる。

第7条（役員）
本会運営のため次の役員を置く。
，、顧問若干名会長の求めに応じ､助言等を行う。

2，会長 1名本会の統括を行い､会合の招集並びに総会の議長を務める。

3、 副会長2名会長を補佐し､会長事故あるときはこれを代行する。
4、理事 15名以内

理事会に出席し､総会の提出議案､事業運営に関する事墳等に
意見を述べる｡なお､理事の過半数以上の出席で会議は成立し、
議決はその過半数以上とする。

5､総務調整部会長1名

一般事務及び会計を担当する｡総会の招集通知の作成､発送並び
に司会を行い､事業報告､会計報告等を行う｡なお､理事会や役員
の納涼･忘年会や新年会等の庶務事項も併せて行う。 ‘

6，調査研修部会長1名
新年･春期･秋期研修会の計画､下見等の実施並びに参加者への
出欠通知の作成発送等を行う｡また､研修資料を作成する。
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7,広報編集部会長1名
会誌『かわのり』の編集､発行､販売及び会のPR活動を行う。

8,監査 2名会計藍香討丁い､総会で報告する。

第8条（役員の選任と任期）
役員は役員会で選出し､総会で承認を得る｡その任期は2年とし､再任を妨げない。
任期途中で辞任する場合､後任者の任期は残存期間とするが､後任が決まるまでは
その職務を行うものとする｡なお､不測の辞任は､総会に諮らず､役員会で後任者を
選任できる。

第9条（総会）
総会は定期総会と臨時総会とがある｡いずれも役員会の承認を得た後､会長が招集
する｡なお､定期総会は毎年決算終了後3か月以内に行う｡総会は会員の3分の1
以上が出席(含む委任状)し､議決は出席者の過半数を以て決め､賛否同数の時は
議長の決議による。
2臨時総会は必要に応じて開催できるが､その出席数､議決に関しては定期総会と
同様とする。

第10条（会計）
本会運営に必要な経費は､会費及び寄付金､その他をもって充当する。
2会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする。

第11条（下見旅費）
研修地の下見をした場合には､下記の旅費を支給する。
・運転者:日当4,000円(含む食事代)＋車代(11ma当り@20円×実走行距離)+

有料道路代十拝観料等実費
・同乗者合日当3,000円(含む食事代)十拝観料等実費

第12条（会則）
会則の変更は必要に応じて行うことができ､役員会に諮った上､総会で承認を得る
ものとする。

付則
1，本会則は昭和43年3月31日より実施する。
2，本会則は令和元年6月6日より一部改訂する。
3，本会則は令和2年5月28日より全面的に改訂･実施する。

－10－
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芝川郷土史研究会会則の細則
I

第1条（目的の順守）

会員は､本会においては宗教的行為や政治的行為等の活動は行わず､郷土を愛す
る純粋な気持ちで､本会の活動を行なうことを旨とする。

『

第2条（入会申し込み）

本会に入会する場合は､別に定める｢入会申込書｣に記入の上､会長宛に届け出る
ものとする。

第3条（除名行為）

会員が重大な犯罪を犯した､あるいは本会の名前を悪用した行為を働いた等で､除
名することが妥当と思われる場合には除名とする。

第4条（中途加入者の会費及び使途承認制限）
期間中途で加入する場合の会費は､原則以下とするが､事情を考慮して決める。
①6か月以上……3,000円
②6か月以内……1.500円
2会運営上必要な費用で､30,000円以上を出す場合は､役員会の承認を得る
こと。

第5条（研修会不参加による参加費負担） ‐
参加希望の研修会に､都合で参加できなくなった場合、当日欠席の場合は参加費
の半額を負担する。

第6条（臨時会費の徴収）

本会の創立55周年や60周年の記念行事やそれに類する行事を将来的に行う場
合は､臨時に会費を徴収することができる。

第7条（役員辞任届）

役員が任期途中で辞任する場合は､別に定める｢役員辞任届｣にその理由を記し、
会長宛に届け出るものとし､役員会でその可否を審議する。
2突然の転勤､大怪我､重病等の不測の事態による辞任の場合で､本会の機能が
正常に働かないと判断した場合は､総会を待たず役員会で後任者を選任できる。

第8条（細則の変更）

細則の変更は必要に応じて行うことができ､役員会に諮った上､総会で承認を得る
ものとする。

､

付則

本細則は､令和2年5月28日より実施する。

－11－
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特定非営利活動法人YUNOどんぐりの会定款

第1章 総則

（名称）

第1条この法人は、特定非営利活動法人YUNOどんぐりの会という。

（事務所）

第2条この法人は主たる事務所を、静岡県富士宮市に置く。

第2章 目的及び事業

（目的）

第3条この法人は、広葉樹を植樹し保全管理する活動により、

‐ 心に自然環境の保全を図り、地域住民や全国からこの地に：

ミ この法人は、広葉樹を植樹し保全管理する活動により、富士宮市の柚野地域を中

心に自然環境の保全を図り、地域住民や全国からこの地に訪れる人々に寛ぎの場を提

供し、自然と共生する優しい心を醸成することにより、社会に貢献することを目的と

する。 ．

さらに、水源酒養林や動物にも優しい環境の再生に寄与することを目的とする。

（特定非営利活動の種類）

第4条この法人は、前条の目的を達成するため、特定非営利活動促進法（以下「法」 と

いう｡）第2条別表のうち、次の活動を行う。

（1）環境の保全を図る活動

（事業）

第5条この法人は、第3条の目的を達成するため、次の特定非営利活動に係る事業を行
う。

（1）広葉樹林づくり

（2）広葉樹林・里山の啓発活動

（3） その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

第3章会員



』

（種別）

第6条この法人の会員は正会員をもって法上の社員とする。

正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人及び団体

（入会）

第7条会員として入会しようとする者は、会長が別に定める入会申込書により、会長に

申し込むものとし､･会長は、正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。

2会長は、前項の者の入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって

本人にその旨を通知しなければならない。

（年会費）

第8条会員は、総会において別に定める年会費を納入しなければならない。また、年度

途中で入会する会員は、入会時に年会費を納入しなければならない。

（資格の喪失）

第9条会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。

（1）退会届を提出したとき。

②本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。

（3）継続して1年以上会費を滞納したとき。

． (4)除名されたとき。

（退会）

第10条会員は､会長が別に定める退会届を会長に提出して任意に退会することができる。

（除名）

第11条会員が次の各号の－に該当する場合には、総会の議決により、これを除名するこ

とができる。この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければな

らない。

（1）この定款等に違反したとき。

（鋤この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。

（拠出金品の不返還）

第12条既に納入した会費及びその他の拠出金品は、返還しない。



第4章役員

（種別及び定数)．

第13条この法人に次の役員を置く。

（1）理事3人以上20人以内

（2）監事1人以上2人以内

2理事のうち、 1人を会長、 1人以上2人以下を副会長とする。

（選任等）

第14条理事及び監事は総会において選任する。

2会長及び副会長は、理事の互選とする。

3役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは3親等以内の親族

が1人を超えて含まれ、又は当該役員並びにその配偶者及び3親等以内の親族が役員

の総数の3分の1を超えて含まれることになってはならない。

4監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねることができない。

（職務）

第15条会長は、この法人を代表し、その業務を総理する。

2会長以外の理事は、法人の業務について、この法人を代表しない。

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、会長が

． あらかじめ指名した順序によって、その職務を代行する。

4理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び総会又は理事会の議決に基づき、こ

の法人の業務を執行する。

5監事は、次に掲げる業務を行う。

(1)理事の業務執行の状況を監査すること。

②この法人の財産の状況を監査すること。

（3）前2号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は

法令若しくは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会

又は所轄庁に報告すること。

（4）前項の報告をするため必要がある場合には、総会を招集すること。

（5）理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べ、

若しくは理事会の招集を請求すること。

（任期等）

第16条役員の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。

2前項の規定にかかわらず、後任の役員が選任されていない場合には、任期の末日後



最初の総会が終結するまでその任期を伸長する。

3補欠のため、又は増員により就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者

の任期の残存期間とする。

4役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行

わなければならない。

（欠員補充）

第17条理事又は監事のうち、その定数の3分の1を超える者が欠けたときは、遅滞なく

これを補充しなければならない。

（解任）

第18条役員が次の各号の一に該当する場合には、総会の議決により、これを解任するこ

とができる。この場合、その役員に対し議決する前に弁明の機会を与えなければ

ならない。

(1)職務の遂行に堪えないと認めるとき｡

(2)職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。

（報酬等）

第19条役員は、その総数の3分の1以下の範囲内で報酬を受けることができる。

2役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。

3前2項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、会長が別に定める。

第5章会議

（種別）

第20条この法人の会議は、総会及び理事会の2種とする。

2総会は、通常総会及び臨時総会とする。

（総会の構成）

第21条総会は、正会員をもって構成する。

（総会の権能）

第22条総会は、以下の事項について議決する。



(1)定款の変更

(2)解散及び合併

(3)会員の除名

(4)事業計画及び予算

(5)事業報告及び決算

(6)役員の選任又は解任、職務及び報酬

(7)会費の額

(8)借入金（その事業年度内の収益をもって償還する短期借入金を除く。第48条にお

いて同じ｡）その他新たな義務の負担及び権利の放棄

(9)事務局の組織及び運営

(10)その他運営に関する重要事項

（総会の開催）

第23条通常総会は、毎年1回開催する。

2臨時総会は、次の各一号に該当する場合に開催する。

． （1）理事会が必要と認め、招集の請求をしたとき。

(2)正会員総数の5分の1以上から会議の目的を記載した書面をもって招集の請求があ

ったとき。

（3）監事が第15条第5項第4号の規定に基づいて招集するとき。

（総会の招集） ．

第24条総会は、前条第2項第3号の場合を除き、会長が招集する。 ．

2会長は、前条第2項第1号及び第2号の規定による請求があったときは、その日か

ら30日以内に臨時総会を招集しなければならない。

3総会を招集するときには、会議の日時、場所、 目的及び審議事項を記載した書面等

をもって、少なくとも5日前までに通知しなければならない。

（総会の議長）

第25条総会の議長は、その総会に出席した正会員の中から選出する。

（総会の定足数）

第26条総会は、正会員総数の2分の1以上の出席がなければ開会することはできない。

（総会の議決）

第27条総会における議決事項は、第24条第3項の規定によってあらかじめ通知した事



項とする｡ ．

2総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって

決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（総会での表決権等）

第28条各正会員の表決権は、平等なものとする。

2やむを得ない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項

について、書面若しくは電磁的方法をもって表決し、又は他の正会員を代理人として

表決を委任することができる。

3前項の規定により表決した正会員は、第26条、第27条第2項、第29条第1項第2

号及び第49条の適用については、総会に出席したものとみなす。

4総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わる

ことができない。

（総会の議事録）

第29条総会の議事録については､次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

（1） 日時及び場所

（2）正会員総数及び出席者数（書面表決者等又は表決委任者がある場合にあっては、そ

の数を付記すること｡）

（3）審議事項

（4）議事の経過の概要及び議決の結果

（5）議事録署名人の選任に関する事項

2議事録には、議長及び総会において選任された議事録署名人2人以上が、記名押印

しなければならない。

（理事会の構成）

第30条理事会は、理事をもって構成する。

（理事会の権能）

第31条理事会は、この定款に定めるもののほか、次の事項を議決する。

（1）総会に付議すべき事項

（2）総会の議決した事項の執行に関する事項

（3）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

（理事会の開催）

第32条理事会は、次に掲げる場合に開催する。

（1）会長が必要と認めたとき。



(2)理事総数の2分の1以上から理事会の目的である事項を記載した書面により招集の

請求があったとき。

(3)第15条第5項第5号の規定により、監事から招集の請求があったとき。

（理事会の招集）

第33条理事会は、会長が招集する。

2会長は、前条第2号及び第3号の規定による請求があったときは、その日から14日

以内に理事会を招集しなければならない。

3理事会を招集するときは、会議の日時、場所、 目的及び審議事項を記載した書面等

により、少なくとも開催の日の5日前までに通知しなければならない。ただし、緊急を

要し、理事の3分の2以上の承諾が得られるならばその限りでない。

（理事会の議長）

第34条理事会の議長は、会長がこれにあたる。

（理事会の議決）

第35条理事会における議決事項は、第33条第3項の規定によってあらかじめ通知した

事項とする。

2理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決す

るところによる。

（理事会の表決権等）

第36条各理事の表決権は平等なるものとする。

2。やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項

について書面若しくは電磁的方法をもって表決することができる。

3前項の規定により表決した理事は､前条第2項及び第37条第1項第2号の適用につ

いては、理事会に出席したものとみなす。

4理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わる

ことができない。

（理事会の議事録）

第37条理事会の議事については､次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

（1） 日時及び場所

(2)理事総数、出席者数及び出席者氏名（書面表決者等にあっては、その旨を付記するこ

と｡）



（3）審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が記名押印

しなければならない。

第6章資産及び会計

（資産の構成）

第38条この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

(1)設立の時の財産目録に記載された資産

(2)会費

（3）寄付金品

（4）財産から生じる収益

(5)事業に伴う収益

（6）その他の収益

I

（資産の区分）

第39条この法人の資産は、特定非営利活動に係る事業に関する資産の1種とする。

（資産の管理）

第40条この法人の資産は、会長が管理し、その方法は、総会の議決を経て、会長が別に

定める。

（会計の原則）

第41条この法人の会計は、法第27条各号に掲げる原則に従って行うものとする。

（会計の区分）

第42条この法人の会計は、特定非営利活動に係る事業に関する会計の1種とする。

（事業計画及び予算）

第43条この法人の事業計画及びこれに伴う予算は、会長が作成し、総会の議決を経なけ

ればならない。



（暫定予算）

第44条前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、会

長は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収益費用

を講ずることができる。

2前項の収益費用は、新たに成立した予算の収益費用とみなす。

（予算の追加及び更正）

第45条予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、規定予算の

追加又は更正をすることができる。

（事業報告及び決算）

第46条この法人の事業報告書、活動計算書、貸借対照表及び財産目録等の決算に関する

書類は、毎事業年度終了後、速やかに、会長が作成し、監事の監査を受け、総会

の議決を経なければならない。

2決算上余剰金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。

（事業年度）

第47条この法人の事業年度は、毎年7月1日に始まり、翌年6月30日に終わる。

（臨機の措置）

第48条予算をもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担をし、

又は権利の放棄をしようとするときは、総会の議決を経なければならない。

第7章定款の変更、解散及び合併

（定款の変更）

第49条この法人が定款を変更しようとするときは､総会に出席した正会員の4分の3以

上の多数による議決を経、かつ、法第25条第3項に規定する以下の事項を変更す

る場合、所轄庁の認証を得なければならない。

（1） 目的

（2）名称

（3）その行う特定非営利活動の種類及び当該特定非営利活動に係る事業の種類

④主たる事務所及びその他の事務所の所在地（所轄庁変更を伴うものに限る｡）

(5)社員の資格に関する事項



(6)役員に関する事項（役員の定数に関する事項を除く｡）

(7)会議に関する事項

(8)その他の事業を行う場合における、その種類その他当該その他の事業に関する事項

(9)解散に関する事項（残余財産の帰属すべき事項に限る｡）

(10） 定款の変更に関する事項

（解散）

第50条この法人は、次に掲げる事由により解散する。

（1）総会の決議

（2）目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

（3）正会員の欠亡

④合併

(5)破産手続き開始の決定

(6)所轄庁による設立の認証の取消し

2前項第1号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員の4分の3以上の承諾

を得なければならない。

3第1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。

4 この法人が解散したときは、理事が清算人となる。

（残余財産の帰属）

第51条この法人が解散（合併又は破産手続き開始の決定による解散を除く｡） したとき

に残存する財産は、法第ll条第3項に掲げる者のうち、総会において決定した者

に譲渡するものとする。

（合併）

第52条この法人が合併しようとするときは､総会において正会員総数の4分の8以上の

多数による議決を経、かつ、所轄庁の認証を得なければならない。

第8章公告の方法

（公告の方法）

第53条この法人の公告は､この法人の掲示板に掲示するとともに､官報に掲載して行う。

第9章事業部及び事務局



（事業部の設置）

第54条この法人に、この法人の業務を処理するため、事業部を設置することができる。

2事業部には、事業部長を置くことができる。

3事業部長は、会長が任免する。

（事務局の設置）

第55条この法人に、この法人の事務を処理するため、事務局を設置することができる。

2事務局には、事務局長及び職員を置くことができる。

’ 3事務局長及び職員は、会長が任免する。

（組織及び運営）

第56条事業部及び事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、会

長が別に定める。

第10章雑則

（細則）

第57条この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、会長がこれを定め

る。

附則

l この定款は、この法人の成立の日から施行する。

2 この法人の設立当初の役員は、次のとおりとする。

会長 松永泰然

副会長

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事



r

■
理事

監事

3 この法人の設立当初の役員の任期は、第16条第1項の規定にかかわらず、この法人の

成立の日から平成28年6月30日までとする。

4 この法人の設立当初の事業計画及び予算は、第43条の規定にかかわらず、設立総会の

定めるところによる。

5 この法人の設立当初の事業年度は、第47条の規定にかかわらず、この法人の成立の日

から平成28年6月30日までとする。

6 この法人の設立当初の年会費は、第8条の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。

(1)正会員

②正会員

個人

団体

3,000円

10,000円

これは、当法人の定款である。

静岡県富士宮市上柚野592番地

特定非営利活動法人YUNOどんぐりの会

理事 松永泰然
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支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久）

※案分による支出がある場合は､領収書等の金額､按分率及び政務活動費の支出額をそれぞｵ1該当間に記入すること。
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請求書

Page, 1

2023年7月31日

〒418-0061
静岡県富士宮市北町13－3 eE3

1，謬

氣京都：
雪話C

〒101-
四本康久様

郵便振込口座 00190-6-655183

■■■■■ 謡緊蕊騨薪景店当2425？
振込手数料は貴社にてご負担下さいます樵､お願い申し上げます｡ﾛ■■■お問い合せ番号お客様番号

お支払い期限: 23/09/29
●お買い上げ頂きまして誠に有り難うございます｡
下記の通りご請求申し上げます。

お知らせ

銀行振込もご利用いただけます。

----－一一一一一一~一一

’ 重分

１
１

３
０
Ｊ

４
０
７

８
１
７１く

１
◆四本康久様分
月刊廃棄物2023年8月号
送料

内消費税等

３
０

４
０

８
１

１
部１

１５００３
１

I

I
R

毒可更正~Z五点雷雨医T雇而忘王~5両扉瓦悪叩7,代引手数料‘伝票値ヨ

’
お支払期限までに銀行･郵便局で払い込み下さい。
銀行振込をご利用のお客様は下記払込用紙はご使用できません。

●
●

’



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久）

’

案分の理由‘ F11V=裂雫ｲﾛ､ 宍と坐毒/n l T…舌卜睾圭山轌/急v甑

全て政務活動にかかる

ものである

轄理番号

経費項目 誌職費･研修費･噸騨費･霊調誇涯職･簔議･齢w鱸･厩濡･事務費･鞠漬･人#債

内 容 新聞購読料（日本教育新聞）

年月 日 令和r年3月7日~令和年 月 日 金額 2,750円

目的 県政･社会情勢に関する情報収集

使途 方年り月購読料

関連性

県政・教育等の情報を収集し、政策や質問の参考にする

く領収書貼付枠＞

|| 05-08-071"r－
’

２
一一一一房一一・－－－－－－－－－－

'7501SNBC(ﾆﾎﾝｷｮｩｨ

2,750円

／

100％ 2,750円



様式第1－1号

両一

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久）

I

。ｰ.ロ ゾ

経費項目 調査研究費･研彦費･広聴広報費･雷鞠青報娠･会議費･鮮昨殿･資繩昔入費函 弱弼潰･人件費

内 容 自動車リース料

年月 日 坊年8月ク日～ 年 月 日
'

金 額 25,423円

目的 一

使途 一

政務活動。

県政との

関連性

M－ ’

一

く領収書貼付枠＞

月額リース料（60,720円）から、カーナピ・ドライブレコーダー等対象外経費を除いた

50,847円の 1／2相当額を充当する。

００２１
『
ノ

（
Ｕ

国
〔
ろ０画へ。ワ

』
、

４
－

*60,7201ﾄｳｷﾖｳt'ﾁz'!-(D |

診
嘩

の理由

活動と私用で案分

領収書金額(a)

50， 847円

茱万 z(bノ

1／2

％

一切ノjlH＝八一胃磨、ｰ" ､ピノ

25， 423円



ノ
、

〒418-OO61

静岡県 富士宮市

北町

13－3

四本康久様

"応恥力 猟云1会社

〒 420-0853

静岡県 静岡市葵区
追手町

8－1日土地静岡ビル6F

部署静岡支店営業チーム

電話 054-205-2641

担当1 ■■■■■
2023年 7月 18日

９５０１０
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０
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０
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０
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Ⅱ

■
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Ⅱ

■
Ⅱ

請求書袖. . 53G54464

請求先コード■■■■■■
口座振替通知書

金融機関名
支店名
種目・口座

平素格別のご愛顧を賜りまことにありがとうございます。表記のとおりご請求申し上げますので、ご照合のうえお支払い下さい。ページ： 1

ページ小計一一＞

今回御請求額

￥60,720

内リース料等 55,200

内消費税等 5,520

お支払期日

2023年8月 7日

お支払方法

口座振替

契約番号 開始日 鋤鶴 ご 請 求 明 細 金額(円） 刺消費税(円） 牌(9 備考

■■■■■■■ 22062 1（ 41
リー人科 。/5分■■■■■■■■■■

ﾘース 消費税10%計
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口座引落は、東京センチュリーもしくはセンチュリー（センチュリーリース）名で引き落としさせて頂きます。



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久）

尭潅?淫 昏号

経費項目 調査形蹟･研修費･広聴広報費要調靜瀧臘･会議･資料鰄費･資料購入費･事務費･事鱗･ノリ嬢

内 容 夢癖↑睾鳥版, （洲泳）
年月 日 ﾉ3年8月IE百～ 年 月 日 金額 ‘たで円

目的 一

使途 一

関連性

一

く領収書貼付枠＞

l皐軽畠、I′珂試、ロノ

|ろ100 円

案分呂 z(b)

吟．
％

…。円＝Jニヘ閂呼名､ｰｸ､ｰﾉ

ノ
Ｉ
Ｄ

（

切 円
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ｌ
Ｉ
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ｑ
Ｉ
ｑ
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４
ｑ
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Ｉ
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Ｌ

ｌ

■

日

１

１

１

ｆ

Ｉ

４

Ｌ

■

甲

Ｉ

１

１

．

岨

日

株
(お

gま＋
拙さ
｡』エグL

口座

番号 00'50H9F 167 1加入I者名
璽凝電力エナジーバｰﾄﾅｰ
4－→今94

r,■､エL＝Tと

年月フゴ

5－8

払 】△
I ｲ ﾛ

｜ ｜ ｜￥

釜

７

額
1 1

1 i3 16

うち消費税等相当額円

648

ご契約

4 kW
H I

戸数
力
．

90

ご使用量kWh

1

159

ヨーr ノつ牛う宍エロパ ロ 』

一三＝=一=弓弓云六戸三一石石一ﾗ石丁声…颪
一
噸

_竺踵里塑且_工旦二IU_昌一｡』｡－L旦一Lニーュュ＝=一一－

ご
使
用
場
所

ご
契
約
名
義

富士宮市
北町

15番(地） 1号

棟 号

‐､､,一二，ｰ ．￥ヌレサシ守ムショ 様

| I
， ‘ 4 門-- 1 =、､ﾉｴド やスヒ丁ン 誤ハゾー‘l氷

必＝ fﾉ． 圓日 限 円 ソ局 Iｰ

上記お支払期限日を過ぎた場合のお支払いは、』ン匡一-L一ﾉハ
-フL-Tﾌ1－オミ頤いいプニIノます。

鶏"'農
一己巳! 、今缶針与’

琶延ﾐ型夛 ＝

口座

言号 00'50H9H '67 1
加入

者名

更京電カェナジーパートナー
椋式会社

年月分

5－8

払 込
￥

萱 設

6 17 16 14
うち消賢税等相当額円

614
勺

．
皐
岬

刀
匡

ま
声
フ

ー
」

40A
1

戸数 力室叉はマイ

コン?l引月錘
ご使用重kWh

I

238

ｺｰ うち精算金額円

1

1

お名嗣変更
月 日

ご1史用期間 r月111日～R月 7円｜界塑約齊産 月 日

ご
使
用
場
所

ご
契
約
名
義

幽工呂巾

北町

15番(地） 1号

棟 号

ヨシモトャスレサ。/・ ノ､."。様

お支払人氏名’ ヨツモト ヤスヒサシ・ムショ梯

お支払期限 日 9月 7日

上記お支払期限日を過ぎた場合のお支払いは、コンビニエンス
・ストアにお願いいたします。



様式第1－2号

－ｱｰｰｱ司

支出証拠書（各種団体会費）

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久）

ノ

一一国ロゾ

経費項目 調査研究費･研修費

内 容 ,a_B孝鹿協/負（鼻/含准）
年月 日 巧年言 月／ 7日～ 年 月 日 金額 〃ん 円

△､〃-,繩ごロ
=L'〆ノーFコ

目 的

鹿餐パi班恋浸別[粉〃△.亭ぅ戎、冠
【しシl K可哩ー肝三 ‐一一 淫！

鯉￥人訓の笑窪-4迄= ’
~ー－ ． 0可司0－‐ソク苛一 I ノーープーー･アッノ

祠．

会の活動

内容等 亀雛“､参紛紛に敵釧董即矧勇.′脚嘩鍵

政務活動.

県政との

関連性 鈴》‘認蕊欝繧麓霊や拭拘倣参妹
領収書貼付枠＞

記,{今稚,琢螺，納入願I伽､燕ｲｩ．・通ソ 7ｻﾉ日ｲ1海J鰍で､一号"術当ｩ？
添付書類:団爆則.事業概要その他（ ）

に

領収書喜令額(a)

〃 円

案分率(b)

／

／（％

政務活動費支出額(a×b)

〃〃円



躯琶払込会受籠訓‘振蓄受'ぅ票 ‘

I

総合＜

摘 要

被代行店番号:蕊豊陪器I
請求種別

＝
弓

受取先

口座番号

信払込み

10280 - 3715311 蕊栓日本鹿協会 様

蕊おツモト ､ﾔｽﾋｻ
送金元

口座番号 様

＊6，000 円 料金（税込） ＊660 円 特殊取扱料金(税込） 円‘送金金額

＊6，660 円合計金額

税込料金合計＊660 円 内消費税(10％） ＊60 円

ワ
ー号受入明細番号 号桁払出明細番号通知番号桁数

ご依頼人おところ

富士宮市北町

13－3

ご注意

1 この受領証(受付票)は､お取扱いの証拠となるものですから大切に保管してください｡

2 口座番号の先頭の数字がrO」の場合は振替ﾛ座､「1」の場合は総合口座です。

印紙税申告納

付につき麹町

税務署承認済
〔取扱店〕

騨ゆうちよ銀行



日本鹿研究 ll号2020.6

全日本鹿協会規約
JapanDeerSociety(全鹿協;J.D.s,)

1

1

平成2年3月16日施行

平成21年7月1日改定

平成22年4月21日改定

平成28年5月25日改定

第1章総則

(名称）

第1条本会は、全日本鹿協会（以下「協会｣） と称する。英名はJAPANDEERSOCETYとし、略称は全
鹿協(J､,.S.) とする。 本会は平成2年3月に設立された全日本養鹿協会の事業を継承し、平成21年7
月に名称を改定した。

(事務所〉

第2条協会は事務所を設ける。場所等については、内規で定める。
(目的）

第3条協会は、鹿の保護管理および資源としての持続的活用を図ることにより、鹿と人間の共生を目指す
ことを目的とする。

(事業）

第4条協会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
(1)鹿、養鹿及び生産物に関する調査及び研究並びに情報の収集及び提供
（2）鹿の繁殖、飼養管理、衛生技術改善及び普及
（3）鹿の生産物及び加工品の流通推進業務
（4）鹿及び養鹿に関する研修会及び研究会の開催等。
（5）鹿及び養鹿事業に関する国際交流

（6）鹿及び養鹿事業に関する印刷物、出版物の刊行
（7）鹿の系統に関する登録

（8）その他協会の目的を達成するために必要な事業
（規程）

第5条この規約に定めるもののほか、協会の運営に関し必要な事項は、規定で定める。

第2章会員

(会員の種別及び資格）

第6条協会の目的に賛同するもの又は団体は、以下の種別の会員になることができる。
（1）正会員（個人、団体）

（2）賛助会員

（3）学生会員’

(入会）

第7条協会の会員になろうとする者は、入会申込書を会長に提出し、理事会の承認を受けなくてはならな
い◎

－69－
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(脱退）

第8条会員は、次の各号の事由の一に該当するときは、協会を脱退する。

（1）会員から脱退届があったとき

（2）会員たる資格を喪失したとき

(3)･禁治産若しくは準禁治産又は破産宣告を受けたとき

。 （4）死亡または解散

（5）会費を引き続き2年以上納入しないとき

（6）除名

(除名）

第9条会長は、次の各号の事由の一に該当するときは、総会の議決を経て、その会員を除名することがで

きる。この場合には、本会は、その総会の開催日の10日前までにその会員に対して、その旨書面をも

って通知し、かつ、総会で弁明する機会を与えるものとする。

（1）本会の事業を妨げ、又は本会の名誉を穀損する行為をしたとき

（2）規約又は総会の決議を無視する行為をしたとき

2会長は、除名の決議があったときは、その旨を当該会員に通知するものとする。

(入会金及び会費）

第10条会費は、入会の際に会員の種別に応じて総会で別に定める入会金を納入しなければならない。

2会員は、毎年度会員の種別に応じて総会で別に定める会費を納入しなければならない。

3既納の入会金、会費及びその他の拠出金品は、会員が脱退した場合においても、これを返還しない。

(届出）

第11条会員は、その氏名（会員が団体の場合には、その名称、代表者の氏名)、住所（会員が団体の場合

にはその所在地）又は定款若しくは寄付行為若しくはこれに代わるべき規程に変更があったときは、

遅滞なく協会にその旨を届け出なければならない。

2会員が団体である場合には､あらかじめ会員の代表者としてその権利を行使する者を協会に届け出

ねばならない。これを変更しようとするときも、同様とする。
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第3章役員等

.(役員の定数及び選任）

第12条協会に、次の役員を置く。

（1）理事10人以上20人以内

（2）監事2人以上 3人以内

2理事及び監事は、総会において正会員のうちから選任する。ただし、総会で必要と認めたときは、

正会員以外の者から理事5人以内を選任することができる。

3理事及び監事は、相互にこれを兼ねることができない。

、 4理事のうちから会長1人、副会長4人以内及び事務局長1名を互選する。

(役員の職務）

第13条会長は、協会を代表し、その業務を総理する。

2副会長は、会長を補佐し、本会の業務を掌理し、あらかじめ理事会において定める順序により、会

長に事故があるときはその職務を代理し、会長が欠けたときはその職務を行う。

3事務局長は、会長及び副会長を補佐し事務局を統轄して会務を処理し、会長及び副会長に事故があ

るときはその職務を代理し、会長及び副会長が欠けたときはその職務を行う。

4理事は、理事会を組織し業務を執行する。

5監事は、民法第59条に規定する職務を行う。 ．
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(役員の任期）

第14条役員の任期は2年とする。しかし、再任は妨げない。
2補欠又は増員による役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。

(任期満了又は辞任の場合）

第15条任期満了又は辞任により役員の定数を欠くに至った場合は、退任した役員は、その後任者が就任す
るまでは、その職務を行うものとする。

(役員の解任）

第16条協会は、役員が協会の役員としてふさわしくない行為をしたとき、その他特別の事由があるときは、
総会の議決を経て、解任することができる。この場合には、協会は、その総会の開催日の10日前まで
にその会員に対して、その旨書面をもって通知し、かつ、総会で弁明する機会を与えるものとする。

(役員の報酬)，

第17条役員は、無報酬とする。
2前項の規程にかかわらず、常務の役員には、総会の議決を経て、報酬を支払うことができる。

(顧問及び参与）

"18条協会に顧問及び参与を置くことができる。
2顧問及び参与は、理事会の承認を得て、学識経験者のうちから会長が委嘱する。
3顧問及び参与は、協会運営上の重要事項について、会長の諮問に応ずる。

第4章総会

(総会の種別等）

第19条総会は、通常総会及び臨時総会とする。
2総会の議長は、総会において、出席正会員のうちから選出する。
3通常総会は、毎事業年度終了後3カ月以内に開催する。
4臨時総会は、次に揚げる場合に開催する。

(1)理事会において必要と認めたとき。
(2)正会員の5分の1以上又は監事から会議の目的たる事項を示した書面により請求があったとき。
（3）民法第59条第4号の規定により監事が召集したとき。

'総会の招集）

第20条総会は、前条第4項第3号に規定する場合を除き、会長が召集する。
2前条第4項第2号の規定により請求があったときは、その請求があった日から20日以内に総会を招集
しなければならない。

3総会の招集は、少なくともその開催の10日前までに、その目的たる事項、 日時及び場所を記載した
書面をもって会員に通知しなければならない。

(会議の決議方法等）

第21条総会は、正会員の過半数が出席しなければ開くことができない。
2正会員は、総会において各1個の表決権を有する。賛助会員、学生会員は表決権を有しない。
3総会においては、前条第3項の規定によりあらかじめ通知された事項についてのみ、決議することが
できる。ただし、次条各号に揚げる事項を除き、緊急を要する事項については、この限りではない。

4総会の議事は第23条に規定する場合を除き、出席者の表決権の過半数をもって決し、可否同数のと
きは、議長の決するところによる。

(議会の決議事項）
第22条この規約において、別に定める事項のほか、次の各号に揚げる事項は、総会の決議を経なければな

らない。

(1)規約の変更
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（2）解散及び残余財産の処分

（3）入会金、会費（個人・団体）及び賛助会費の額並びにその徴収方法決定又は変更

（4）事業計画及び収支予算の決定又は変更

（5）事業報告、収支計算、正味財産増減計算、財産目録及び貸借対照表の承認

（6）その他理事会において必要と認めた事項

(特別決議事項）

第23条次の各号に揚げる事項は、総会において、出席者の表決権の3分の2以上による議決を必要とする。

（1）規約の変更

（2）解散及び残余財産の処分

（3）会員の除名

（4）役員の解任

(書面又は代理人による表決）

第24条やむを得ない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項につき、書面又

は代理人をもって表決権を行使することができる。

2前項の書面は、総会の日の前日までに協会に到着しないときは、無効とする。

3第1項の代理人は、代理権を証する書面を協会に提出しなければならない。

4第1項の規定により表決権を行使する者は、出席したものとみなす。

(議事録） ・

第25条総会の議事については、議事録を作成しなければならない。

‘ 2議事録は議長が作成し、次の事項を記載し、議長及び出席会員のうちからその総会において選任さ

れた議事録署名人2人が署名押印しなければならない。

（1） 日時及び場所

（2）会員の現在数及び出席会員数(書面表決者及び表決委任者を含む）

（3）議案

（4）議事の経過の概要及びその結果

（5）議事録署名人の選任に関する事項

3議事録は、事務所に備え付けて置かなければならない。

第5章理事会

(理事会の機構等）

第26条理事会は、理事をもって構成する。

2理事会は必要に応じて会長が招集する。

3 ‘理事会の議長は、会長がこれに当たる。

4監事は、必要に応じて理事会に出席し、意見を述べることができる。

(理事会の議決事項）

第27条この規約において別に定めるもののほか、次の各号に揚げる事項は、理事会において審議し、又は

決議するものとする。

（1）事業計画等総会に付議すべき事項及び総会の招集に関すること

（2）総会で議決した事項の執行に関すること

（3）会務を執行するための計画、組織及び管理の方法

（4）諸規程の制定又は改廃に関すること

（5）その他理事会において必要と認めた事項

(規定の準用）

第28条 第19条第4項第2号、第20条第3項、第21条（第3項ただし書を除く｡)、第24条及び第25条の規定は、

庁、

－／必一
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理事会について準用する。

第6章専門委員会

(専門委員会）

第29条会長は、必要と認めるときは、理事会の議決を経てく専門委員会を置くことができる。
2専門委員は、理事会の承認を得て、専門的な知識を有する者のうちからざ会長が委嘱する。

3専門委員会の運営に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。

第7章事務局等

(事務局及び職員）

第30条協会の事務を処理するため、事務局を置く。

2．事務局に職員を置く。

3事務局及び職員に関する事項は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。

(兼務の執行）

第31条協会の業務の執行の方法については、規定に定めるもののほか、理事会で定める。

(書類及び帳簿の備え付け）

第32条協会はく事務所に、民法第51条及びこの規約で定めるもののほか、次に揚げる書類及び帳簿を備え
付けて置なければならない。

(1)規約

(2)役職員等の氏名、住所及び略歴を記載した書面

(3)許可、認可等及び登記に関する書類

(4)収入及び支出に関する証拠書類及び帳簿

(5)その他必要な書類及び帳簿

第8章資産及び会計

(声老年度）

第53条協会の事業年度は、毎年4月1日に始まり、翌年の3月31日に終わる。

(資産の構成）

第34条協会の資産は、次の各号に揚げる物をもって構成する。 ．

（1）設立当初の財産目録に記載された財産

（2）入会金、会費及び賛助会費

（3）寄付金品

（4）事業に伴う収入

（5）資産から生ずる収入

(6) ･その他の収入

2協会の資産を分けて、基本財産及び普通財産とする。

3基本財産は、次の各号に揚げる物をもって構成する。

（1）基本財産とすることを指定して寄付された財産

（2）理事会で基礎財産に繰り入れることが議決した財産

4基本財産は、これを処分し、又は担保に供することができない。ただし、協会の事務遂行上やむを

得ない理由があるときは、総会の決議を経て、その一部若しくは全部を処分し、又は担保に供するこ

とができる｡

－ワq－
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5普通財産は、第3項の基本財産以外の財産とする。

(資産の管理）

第35条協会の資産は、協会が管理し、その方法は理事会において定める。

2会計に関する規程は、総会の議決を経て、会長が別に定める。

(収支計算の方法等）

第36条協会の経費は、資産の額を超えて支弁してはならない。

2第4条に揚げる事業のうち補助事業に係る経理ついては、特別の勘定を設けて他の事業に係る経理と
． 区分して経理しなくてはならない。

3毎事業年度の収支決算における収支差額については、翌年度に繰り越すものとする｡，

(借入金）

第37条協会は、その事業に要する経費の支弁に充てるため、あらかじめ理事会において定めた額を限度と
して、その事業年度の収入をもって償還する一時借入金の借り入れをすることができる。

(事業計画及び収支予算）

第38条会長は、毎事業年度開始前に、事業計画及び収支予算の案を作成し、総会に提出しなければならな
いロ

2前項の規定にかかわらず、やむを得ない理由により収支予算が決定しないときは、直近に開催され
る総会において予算が決定するまでの間、理事会の議決を経て、前年度の予算に準じて収入及び支出

をすることができる。

3前項の収入及び支出は、当該年度の予算が直近に開催される総会におい‘て決定したときは、失効す
るものとし、当該収入及び支出があるときは、これを当該年度の予算に基づいて実行したもとみなす。

（監査等）

第39条会長は、毎事業年度終了後、次の各号に揚げる書類を作成し、通常総会開催の日のlO日前までに監
事に提出して、その監査を受けなければならない。

(1)事業報告書

（2）収支計算書

（3）正味財産増減計算書

（4）貸借対照表

（5）財産目録

2監事は、前項の書類を受理したときは、これを監査し、監査報告書を作成して総会に提出しなけれ

ばならない。

3会長は、第1項の書類及び前項の監査報告書について、総会の承認を得た後、これを事務所に備え付

けておかなければならない。
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第9章残余財産の処分

(解散の場合の残余財産の処分）

第40条協会が解散した場合において、その債務を弁済してなお残余財産があるときは、総会の議決を経て、

協会の目的と類似の目的を有する他の団体に寄付するものとする。

第10章雑則

(細則）

第41条この規約において別に定めるもののほか、協会の事務の運営上必要な細則は、理事会の議決を経て

会長が別に定める。
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以下の内規は規約第27条（4）に基づき臨時理事会にて制定された内容である。

平成27年12月8日制定

全日本鹿協会内規

全日本鹿協会規約の事業を円滑に運営するため内規を定める。

1事務所の設置

全日本鹿協会規約第2条に基づき以下に事務所を設置する。

〒2520880藤沢市亀井野1866 日本大学生物資源科学部内。

2幹事会 、
け

会長在京副会長、事務局長から構成する。原則として隔月に開催し、本会の運営に当たる。

3事務局の組織と役割

・事務局長は事務局員を会員の中から選び、会長の承認を得る。

・ ・事務局には庶務・会計、企画、出版・編集、広報（ホームページ・フェイスブック等）の担当を設ける。

4 日本鹿研究の刊行

編集委員会を設置し、会誌の編集を行う。

5会議等

・事務局長は事務局会議を適宜開催し、会務の円滑な推進を図る･

・会議場所は事務局の所在地を原則とするが、他で適宜行うこともできる。

6諸経費

6.1.1交通費

理事会、幹事会、事務局会議等に出席するための交通費は実費を支給する。ただし、最短経路．最安値

とし、新幹線．航空機・車輌等の利用については、事務局長の承認を必要とする。

6．12日当

支給しない。

62宿泊を伴う出張

日帰りを原則とするが、やむを得ず宿泊する場合には交通費と宿泊費（8,000円/日を限度）を支給する。

6．3海外調査

50,000円を限度に支給する。ただし、調査報告害の提出を行う。

6．4アルバイト

アルバイトの雇用に際しては､交通費は実費、 日当は950円/時を限度に支給する。

『

少

7 ワーキングチーム(WT)の設置

外部資金を使って業務を遂行するWTは専門委員会とし別会計とする。

以上

－75－



2023年7月31日

会員各位

全日本鹿協会

会長橋爪秀一

日本鹿研究第14号の送付および会費納入のお願い

日頃は協会運営にご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

日本鹿研究第14号を同封させていただきます。また、今年度の会費をお支払いく

ださいますよう、お願い申し上げます。

なお、行き違いでお振込いただいておりましたら、何卒ご容赦くださいませ。

以上

全日本鹿協会

事務局〒438-0803静岡県磐田市當丘678-1

静岡県立農林環境専門職大学短大

小林研究室内

E-mail: Japandeersociety@gmail.com

振込先

ゆうちよ銀行

口座番号普通 10280-0371531 口座名義ゼンニホンシカキヨウカイ

あるいは、店名（○二八）普通口座番号0371531

恐れ入りますが、振込手数料はご負担お願いいたします。

過年度会費状況

今年度会費 ￥6,000

支払い総額 ¥6,000



様式第1－1号

－ｱｰｰﾜ可

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・四本康久）

轄理番号

経費項目 調査研究費･研修費･広I紘報費･要辮際漉婚･会議費･資料作成費･資料購入費趣 事湘T費･人件費

内 容 事務所琴舌使用料（令和ま年 ク月ヶ）

年月 日 令和j"-年8月/7日へ令和 年 月 日
／

金 額 典'一）
‐＞／一

1

究一 円

目的

使途

政務活動。

県政との

関連性

､、l県歩陛~言只ロ1,」1十"

円

額
の
／

雑
〔
払

静
升

蝿
／
ｂ

料
円

⑬
八
Ｕ

此
２
テ
３

ル
Ｌ

寺

７ケ

円

額
ワ
ノ

十
○
’

三
百
『
Ｉ
Ｊ
Ｉ

《
口
灸
砺
ｔ

払
杓
γ

支

案分の理由

政務活動と後援会活動

で案分

領収書金額(a)

β｜￥” 円

案分； i(b)

1／n

L／角

％

政務活動費支出額(a×b)

3､Z_究 円
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発行番号2020311400

発行日 2023年8月17日様四本康久

鯛
株式会社TOKAIケーブノ

〒410-0053沼

お問合せ先0120-696-942

領収書

領収金額 ￥7,797

1

1

’
但し､ﾃﾚピ･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ひかり電話利用料として

上記の金額2023年7月カード決済 にて正に領収致しました｡

項目 金額

2023年7月分 ¥7,797

※電話関係料金は前月利用分となります。



様式第1－1号

整理番号 | 3-/o

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久 ）

経費項目 厨司癩周･研修費･広聴広報費･霊淵誇瀧謄･会議費･資料ｲ賊費･資龍陶費･事務費･詞甥漬･人件費

内 容 県庁にて調査

年月 日 令和擬呂言且ﾕ1日~令和 年 月 日 金額 LIZ○円

目的

骸当項目に丸帥
部局事業ヒアリング・地元要望活動・会派内衞録せ ･政務活動資料の整理

使途

骸当項目に丸印） 雪辱宿泊費駐車料
政務活動．

県政との

関連性

骸当項目に丸印）

．＝、安具云寺貝Iﾛ｣Uノ/巳以ﾉ、 1劃1ホ司〕ﾉ可'ﾉﾉ手宋・エヨ巴界言冒痙1准両西ツも〕◎

・ 地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針･進捗状況などを確認する。

・ 確認した事業の内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

・ 議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

G会派内で県施策等に関する検討を行い､意見の調整･集約を行う。

|I""蓋ご；薑喜 ｜洲"篤~關≦害
I ゴ埼鶚c・ っ諺豐匡。
Ⅱ

|鱸鶇燕 i繍凰鱒
'1 23年8月21日 8時30分 ; 23年8月21日21時27分 I
l1

l i
lE

’1 一一一一一一 ，

|｜ 通行料金 ￥』T=I 通行料金 ¥1 , 060- i
li

| i
｝：

| i (ETCｸﾚｼﾞｯﾄ） 車種 l i (ETCｸﾚｼﾞｯﾄ） 車種 1(ETCク

ＤＩＯ。１Ｇ．１０．１口ｌＩｏｏｌ：‐０。“Ｉ：ＩＤ・Ｉワ・ＩＣ“１．．１：Ｉワ。ＩＤＯⅡＩＤｏＩｏｏｌ００１０ｉＩワ。１０，１；１０

o分

¥1 , 060-

、■ I〆、レーーグ､戸■ ご I U ■

．
１
。
“
Ｉ

｜取扱番号 ｜取扱番号
i AO1308-216970-716311 i A31308-217165-980826
1 ※通行料金は消費税率10%対象です｡ ! ※通行料金は消費税率10%対象です｡
！ ※本利用証明笹はETC利用照会サーピ ! ※本利用証明書はETC利用照会サーピ 1
1 ｽで印字されたものです.｡ I ｽで印字されたものです｡

1 －． 1

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

z_lzり 円

案分基 z(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

入|多0 円



様式第1－1号

整理番号 ’’ 3－/／

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじの<に県民クラブ・ 四本康久）

三島市宮

三島駅南口駐車場
3120－70-RQ,4

令百1I壱全輯ｲ=1 圭公壷（1-､} | T酌謹計薯寺串類(角×h)

菱震識錫に
鋤号胸沙敬さ

経費項目 謹癖･研彦費･広聴癖費,要調誇纈情･会篝･群H鱸･資料購入費･事務費･事翻漬･人件費

内 容 輪固螂緊力猟爽r耕嫁猟＃ぃ急加
年月 日 巧 年7月万日～ 年 月 日 金額 _2_D

L

2二℃円

目的 頚凰墜涯↓窪力撫庫畷健奏痢A，器加

使途 疾興数．馬
‐

’
４
１
Ｊ
》

〆 哩代
政務活動

県政との

関連性

篇漁ら_と
/今"次

鼠_少罷かゴキ'しそ'二閏盟芸
の蛙然菱壹に亙陳_ゴニャ5。

甦頁砲憂又，

くW則X霄長占何オギ"＞

ご利用ありがとうございます｡

利用証明書

ダ等
NEx症、

中日本

料金所(自） 富士

料金所(至） 沼津
23年 8月23日17時1 3分

通行料金 ￥660－

(ETCｸﾚｼ露ﾂﾄ） 車種 1

取扱番号
AO1308-239089-017421

※通行料金は消費税率10％対象です．
※本利用E正明谷はETC利用照会サーピ
スで印字されたものです。

Ｉ
ｏ
０
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；
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Ｄ
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ｏ
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；
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ｌ
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．
Ｉ
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・
Ｉ
ｏ
ｏ
０
Ｉ
ｏ
ｏ
１
，
．
１
１
，
．
１
。
“
Ｉ
幸

ご利用ありがとうございます。

利用証明書

や
NEX匠回

中日本

料金所(自） 沼津

料金所(至） 富士

23年8月23日20時3 6分

通行料金 ￥660－

(ETCｸﾚｼﾞｯﾄ）

取扱番号

AO1308-23

※通行料金は
※本利用証販
スで印字さ

取扱番号

AO1308-23

※通行料金は
※本利用証明
スで印字さ

車種 1

9098-041826

硝巽税率ｴ0%対象です｡
番はETC利用照会ｻーーピ
れたものです。

１
日
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ｄ
Ｉ
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口
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０
０
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ｏ
０
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０
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０
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Ｄ
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０
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Ｄ
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ｐ
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ロ
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■
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■
Ⅱ
。
０
１

、2-0二0 円

／

／"7％ Z-Oユリ円



令和5年7月吉日

静岡県議会議員

四本康久殿

静岡県東部電

会長 平田

静岡県東部電力総連「労使交流会」への参加のお願いについて

拝啓盛夏の候皆様さま方には益々ご清勝のこととお慶び申し上げます。

日頃より静岡県東部電力総連に対し、格段のご指導とご高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。

さて、私どもの定時大会に併せて実施しております「労使交流会」につきまして、 20

19年以降、新型コロナウイルス感染症の予防対策として見送りをさせて頂いておりまし

たが、本年5月より 「5類感染症」に移行されたことから、本年は下記のとおり計画させ

ていただきました。

電力関連産業を取り巻く環境は未だ厳しい状況が続いておりますが、 これまで築き上げ

てきた労使の信頼関係のもとで、低廉で安定した電気を安全にお届けすることができるよ

う、取り組んでまいりたいと考えております。

つきましては、ご多忙のところ恐縮ではありますが、労使交流会にご臨席を賜りご激励

を頂戴したくご案内申し上げます。 敬具

記

1． 日時

2．場所

令和5年8月23日 （水) 17:30受付開始、 18:00開会

三島商工会議所1FTMOホール（三島駅南口から徒歩5分）

住所：三島市一番町2-29電話055-975-4441

18:00～19:30東電グループ「労使交流会」3．内容

＊恐れ入りますが、出欠のご連絡を8月4日 （金）までにお願いいたします。

東電労組静岡地区本部内担当

静岡県沼津市大手町3-7-25

055-963-3673 fax O55-963-3896

事務局

住所

電話

連絡先

以上



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久 ）

轄堤合宕

経費項目 願罰電･研修費･圃諏認費･藍調誇瀧犢･会議費･資料作成費･資粥臓入費･事務費･弱翔漬･人件費

内 容 県庁にて調査

年月 日 令和r年9月"ど日~令和 年 月 日 金額 ｺｰ-Iz-o 円

目的

(該当項目に丸印）
部局事業ヒアリング･地元要望活動･会派内錘]合せ･政務活動資料の整理

使途

骸当項目に丸印） ‘逢費･宿泊費･駐車料

政務活動．

県政との

関連性

骸当項目に丸印） 〆

u…一二二－百塁IHJ寺一Jー革＝､ I~しJ,H1菅'~~〆苛烈一一一JJ里〆ｳ、､JーFｰ川｡U･ ﾉ ｰU

地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針・進捗状況などを確認する。

確認した事業の内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

〕会派内で県施策等に関する検討を行い､意見の調整.集約を行う。
＜､面貝収言貼f]可芋ジ 「..~~~'~.●一..~~.●ー.､一一･一･･一･･-----..-..--●'--.---.--.--●･一…---. ---------,●＝…----..－.､--,,.-..--.--..-..－．－－．.____－．．－．

ご利用ありがとうございます｡ ご利用ありがとうございます。

'｜ 利用証明書 I 利用証明書

,ご呼鶚仁。｛ず浄¥黒些
i !

｜ 料金所(自） 新富士 1 料金所(自） 新静岡
｜ 料金所(至） 新静岡 ； 料金所(至） 新富士
l 、

‘ 23年8月25日14時57分 i 23年' 8月25日19時2分

lI

l－悪霜蚕－章壺京戸!－爾調蚕~~零丁示戸
|｜

| I (m-I) 単極 ‘ 車種 ‘; (ETCｸﾚｼﾞｯﾄ）

|”雷号 ！”需暑
! AW9¥59581=115321 I AO3308-259607-897027
1 ※通行料金は消費税率10%対象です｡ i ※通行料金は消費税率10%対象です。
l ※本利用証明書はETC利用照会サービ i ※本利用証明書はETC利用照会サービ ：

ｽで印字されたものです｡, : ｽで印字されたものです。

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

_Z－Iz-C 円

案分率(b)

／

100%

婆q河口翠罠冬山函、Q′、Uノ

0円



様式第1－1号

言

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久）

－ｰ＝ハーノ、 1 一"L＝／■､ l－L垂一一r ＝一F『 f～〃 L"可 、

蕊潔と

一一厘口己

経費項目 司法綴.研修費･聴広報費.霊蹴鞠鐵費･会議.資fH"･鮮騰入費･事務費･藷婦漬･人件費

内 容 職ﾑ孝乞遮函庇し諺凋
年月 日 弓隼8乳日～ 年． 月 日 金額 ＃汐， 円

目的 鳥し烏侮4へり旅】ﾙ葹梗。
使途 Zｲﾉ噂一ｲ ）
政務活動

県政との

関連性

禰鰯ぶう尭順鰄又シ荷1 14偽賊奔Iこ
！友味垂せる

一
↓

時間料
｜
金

’

’
、-- - __ _

御亨'聯､稚恥99淘矛雛2画
ド

ユヨー〃g当ユ6 ¥汐〃円一』

…

険
印 24時間

1時間毎

24時間最大

200円

1,500円

物○ 円

／

／"=･％ 抑． 円



様式第1－1号

雪

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久 ）

領収書金額(a) | 案分率(b) |政務活動費支出額(a×b)案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

整理番号

経費項目 願諏禰詞･研修費･広聴広報費･霊覗靜蔵謄･会議費･資料{賊費･資繩鴬入費･事務費･藷銅漬･人件費

内 容 県庁にて調査

年月 日 令和f年8羽z託~令和 年 月 日 金額 _Z－Op円

目的

儲当項目にﾒ卸）
部局事業ヒアリング･地元雲動･会派内調整打合せ･政務活動資料の整理

使途

骸当項目に丸印） 蟻･宿泊費･駐車料

政務活動.

県政との

関連性

骸当項目に丸印）

〆 １
７

ロ士曙'､ 1異令一雨丁塁lHJv〆fh-酉〆､ L玉しI，H1団JFJ~一G才訶二一ユ〆哩j、、Jー脚匪HJu､ ノー｡

地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針･進捗状況などを確認する。

・ 確認した事業の内容や進捗伏況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

・ 議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

・ 会派内で県施策等に関する検討を行い、意見の調整・集約を行う。

､､ Iシ、レク宙亘"、Hq 己 U l 宇ｰ

ご利用ありがとうございます。

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

１

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

，
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
４
●
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
幸
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
Ⅱ
ｌ
０
ｆ
０
ｆ
・
‐
‐
Ｉ
，

利用証明書

ゴヤ
NExrn
’

中日本

料金所〈自） 新富士
料金所(至） 新静岡
23年8月28日12時 4分

通行料金 ¥1, 060－

(ETCｸﾚｼﾞｯﾄ） 車種 1

取扱番号

iAO6308-288109-330826
Ⅱ
０
０
■
０
０
０
，
日
’
四
。
Ⅱ
１
．
．
日
Ｉ
Ｆ

※通行料金は消賓税率10%対象です。
※本利用証明書はETC利用照会ｻｰ
ｽで印字されたものです。

■
１
ｇ
ａ
ｌ
：
■
Ｉ
ｐ
Ｄ
■
Ｉ
：
■
１
８
■
Ｉ
■
０
０
Ⅱ
，
。
■
１
８
■
Ⅱ
。
。
■
６
０
口
Ⅱ
ｌ
■
ロ
■
Ⅱ
。
；
１
．
０
日
Ｉ
“
。
■
Ｉ
：
Ｄ
ｌ
Ｄ
ｏ
ｈ
ｊ
；
■
Ⅱ
０
・
Ｐ
ｌ
Ｂ
凸
Ⅱ
１
０
・
■
０
０
，
日
Ｉ
。
。
Ⅱ
Ｊ
■
：
Ⅱ
：
■
１
０
・
■
Ｉ

i

ご利用ありがとうございます。

利用証明書

ゴャ
NExEp
’

中日本

料金所(自） 新静岡
料金所(至） 新富±

23年8月28日17時 1分

通行料金 ¥1, 060－

(ETCルジット） 車種 1

取扱番号
!AO6308-288123-283928
1 ※通行料金は消費税率10%対象です。
！ ※本利用証明香はETC利用照会サーピ
I ｽで印字されたものです。

！ ．_.．

■
１
ｌ
１
０
Ｉ
０
ｑ
ｌ
ｏ
０
Ｉ
ｏ
Ｄ
ｌ
。
“
１
０
口
Ｉ
Ｄ
Ｄ
１
，
．
日
０
０
，
１
．
３
４
０
：
１
０
０
１
，
；
４

>|z-c 円

／

100% 2-12/0 円



様式第1－4号

「華喜一F了言う了司

支出証拠書（自動車燃料代）

8 殉 JL|本扉

く領収書貼付枠＞

区分 前回給油(領収識占付分)A 今回(官近の)給油B 総君了足蹴C=B-A

年月日 年 月 日 年 月 日

走行距離 km km km

鰹費項目別充当調

経費項目

事務費

※単価による充当方式 ：単価（円）×走行畷fim)

※領収書による充当方式

･積上げ方式 ：領収書金額（円）×走行"tb)/総走行距離（上記C) 0Km)
/~斗寺31,217百ぽ--,△,了狸プヂ÷,、 ムーIh-フーヘ狗青，｢祠､ <, ｰ .‘ 1,17口壺圭‘,ﾉ、

君ﾃ賎f(km) 積算方法※ 充当額（円）

円× km/ 1<rn

く支払証明＞上記のとおり支払った（充当した）ことを証明します6 議員氏名 四本康久

と私用で案分

領収書金額(a)

3妾I子／ 円

案分率(b)

ﾚシ

％

政務活動費支出額(a×b)

/&&｡f" 円



1
1

１
１

１“

１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ ’Enejet
ドﾄｰﾙｺ七＝ENEOS Enejet

ドﾄｨﾚｺｰﾋ＝

’

’納祷醐鳴:“

１
１ 02100U

28.30L @170'[
割引適用(020205）
昌四/| _個害ll引済み

ー刀=下云頁

レギュラー
021000 ¥4470

25,69L @174,0 L-4N－10
割引適用(020205）
5円/L,個割引済み

小計 ￥4,470
(10%対象 判,470
内消費税 ￥406）
言言十 ￥4〃4フO
沿福かi) ¥10000 お釣 ¥5530

pOOD

¥5，000

￥455）

￥10,000

"

畝対象
｡榴牙等騎

＝ロロ

【消費税10％対愚
内消費税等
お預り

解患号:■
｢ﾎﾟｲｿﾄ:基本P

栢別P
今回計

利用ポイント
利用可能ポイン
本日付与された
目叫鼻に反映さ
等の理由で、T
加管されぢいこ
誰柵はWWW･tsll

¥50UU

領収書と
壁本P
.±ロI I T．

｜ 内消費税

|嘉討瓢000, ポ
上記にて領収書とさせ

耐｡'ﾝ卜議E
l測跡ボｨﾝ今回計
囎陛駄黙イン

|謹識鰯
|詳細はwww. ts i
‘てご確認下さい。

|省醐患F1弱ク
’ 1杯30円引き（セツ

'鰐撫回報誌
| :鑑01 担当:00’
’ 2023/08/11 釣淘云

"1,ます
一ドに

ク

ッ

釣淘云票

:U用1ホイソ
ドリ用可能Tポ
ホ日付与さす
ヨ以降に反1タ
等の理由で、
加算されな↓
営割11はwwv

I

。有効期限切
ポイントが

とがあります。
ts i te. jpに

う 1 【]

言確認卜己

ｮ綺由レシ
トール単品
W30円引
当店のみ、

引

ヲ
確

ひ
さ
」

り
て

”
に

，
Ｄ

Ｊ‐
Ｊ
■
１
１

」
乳

き（セットを防

回報謝職
土日当9nnO1

月金で瀦間上けの剛菖1.,剛収四トー

味式会社ENEOS
召津バイパス上DTS
浄岡県沼津市東椎礎
｢FI:055-929-7121

トを除く）
日のみ有効。
利用となります
001

Ｏ
二

Ｏ
幸

巳
穿

巳
聿

Ｏ

二

函
一

銭
二

勺
二

金
二

７
二

ｉ
Ｏ
三

銅
梱
一

０
０
写

Ｐ
２
二

i
l亨塵書差…

ﾚｼｰﾄNo7826-01
ﾃ輔-勺No2584-2586
100EW

’ IWIMII||||
鏑

No.フ521
ｇ
印

|鳶蕊薄雲言

' ''''''''''''''''''1lllll

2023/08/04



’

Enejet
ドﾄｲﾚｺｰﾋ＝ Enejet

ﾄﾘﾚｺ七一

’

Enejet
ドﾄｰﾙｺﾛﾋ＝EneJet富士宮バイパスSS

静岡県富士宮市ひばりが丘700
TEL:0544-27-4402

2023/08/15(火)13:37

1

1

EneJet富士宮バイパスSS
静岡県富士宮市ひばりが丘700
TEL:0544-27-4402

2023/08/21(月)02:54

EneJet富士宮バイパスSS
静岡県富士宮市ひばり力匠7〔10
TEL;0544-27=4402

レギュラー

021000 ￥2930
16.84L @174.0 L-5N-13

割引適用(020205）
5円/L,個割引済み

小計 ￥2,930
(10%ﾇ橡 ¥2,930
内消費税 ￥266）
言言十 ￥之声gSO
お預かり ￥5000 お釣 ￥2070

レギュラー
021000 ０

０
９
１

勺
全
一

５
Ｎ

￥

４30.40L @174.O L
割引適用(020205）
5円/L,個割引済み

小計
(10%対象
内消費税
一合言十 ￥ら
お預かり ￥1000O お釣
上記にて領収書とさせ
Tﾎﾟｲﾝﾄ:基本P

特別P
今回計

利用Tポイント

囎潅醗絡ン
目以降に反映されます。有
等の理由で、 Tカードにポ，
力噂されないことがありま
詳細はwww. ts i te
てご確認下さい。
当日給油レジートで
ドトール単品ドリンク
1杯30円引き（セットを
※当店のみ、発行当日のみ
おl人様1回1枚の利用と
No.2136 担当:0001
POS番号01
2023/08/21 釣銭伝票No，

反映されます。有効

卜を

2023/08/21 釣銭伝票No，

Ｕ
鳶

I
判/4L

9.O L-6N-16!b､4UL @17
壷用(019818）
,個割引済E一

卯
Ｏ
ｐ
Ｏ
加

－
２
羽
岨
ｇ
〃

｜
報
ａ
￥
２
￥

一
部
￥
〒
戸

Ⅱ
上記に．て領収書とさせ
Tﾎﾟｲﾝﾄ:基本P

特別P
今回計

利用Tポイント
利用可能Tポイント
本日付与されたポイン
目以降に反映されます
等の理由で、 Tカード↓〔
加算されないことがあ
冒纈はwww. ts i
てご確認下さい。
当日綺由レシートで
ドトール単品ドリンク
1杯30円引き（セツ
※当店のみ、発行当日’
お1人様1回1枚の利
No.4523 担当;000:
POS番号01
2023/08/15釣銭伝男

日付与されたポイン

いことがあり

1判､30円引き（セッ

｜

’ トは2～3日
以降に反映されます。有効期限切
刀理由~で、 Tカードにポイントが

｜

’ます。
w. ts i te. ｣pに 期限切

で、 Tカードにポイントが
ないことがあります。
WW. ts i te. jpに

1

1

1

I

トを除く）
※当店のみ、発行当日のみ有効。
お1人様1回1枚の利用となります
No.4523 担当;0001
POS番号01
2023/08/15 釣銭侭黒No.BSS4
一ﾛ一一一一一一三ニーーロー一一一一一一一一一ー一ローロー一口一一一一一

2023"i耐潟'塞簔
金勺金美今毒頁 ¥2_O70
2023/08/15 釣銭番号8684

III"|||IIIm

除く）
りみ有効。
羽となります

O410

2023滞忌品忌'塞篝
金勺金圭一霊￥4〃アユo
2023/08/21 釣銭番号0410
2800410047101

I

！ ||’ |’ ’ II| ’ ’ |’ |’



En t

EneJet小泉SS
静岡県富士宮市小泉155-3
TEL:0544-25-5822

2023/08/28(月)20:31
Tカート､､一雲

’
'廷 I〃一r云頁

レギュラー

021000 ￥4940
27.91L @177.0 L-2N－4

割引適用(019818）
3円/L,個割引済み

小計 ￥4,940
(10%対象 ￥4,940
内消費税 判49）
言言十 ¥4"940
お預かり ￥10000 お釣 ￥5060
上記にて領収書とさせて頂きます
Tﾎﾟｲﾝﾄ:基本P一Im~ｲｿﾄ:基本P

特別P
今回計

利用Tポイント
利用可能Tポイント

韻艤維間塞.ﾄ閾薊關
等の理由で、 Tカードにポイントが
加算されないことがあります。
諦田はEww. ts i te. jpに
てご確認下さい。

20西瀞蒄擶許王望垂一一

|l"llllllll



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久）

謹理番号 ’一／ろ

経費項目 司踏研究費･研修費･画鉱報費･要談鰐滴鑛･会議費･資料作成費･閏s鵬入費.･匡霧計･弱緬費･人件費

内 容 複合機リース料

年月 日 γう 年3月ﾌ7日～ 年 月 日 金額 8， 800円

目的

使途

政務活動.

県政との

関連性

､、､1.只州X＝ロ.|､｣1千〃〆

I3 05-8-28 1 17，600リコ国ﾘｰｽ(力）

案分の理由

政務活動費と後援会活

動で案分

領収吉f 尻、Qノ

17, 600円

案分率(b)

1／2

％

ユロ河口割冥冬L 箱貝(a×bノ

8， 800円



様式第1－1．号

一ｱﾗｱ司

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久 ）

案分の理由 領収書金額(a) 案分率(b) |政務活動費支出額(a×b)

全て政務活動にかかる

ものである。

圭窪宮万

経費項目 厨…･研修費･広聴広報費･霧輔誇瀧謄･会議費･資料{鰔費･資粥脳入費･事務費･詞甥漬･人件費

内 容 県庁にて調査

年月 日 令和ﾀｰ年了月洲日~令和
1

年 月 日 金 額
｡-rlZ幻

円

目的

骸当項目に丸印） 部局事業ﾋｱﾘﾝグ･地元要望活動･会派内調整打合せ･政務活動鋤整理
使途

(該当項目に丸印） 審費 ･宿泊費・駐車料

政務活動．

県政との

関連性

絃当項目に丸印）

ロ 同我＝･壹具泣言寺員.1口』vノハとαノ、 1劃1不司』ﾉ可vノ手禾一エョ巴不寺江1r匡両画ソも)。

・ 地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針･進捗伏況などを確認する。

O確認した事業の内容や進捗状況を元に､議会･委員会等の質問に反映する。
・ 議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

・ 会派内で県施策等に関する検討を行い、意見の調整･集約を行う。

、､ I巽レ、目〃､HU ざ 1 1 F"

l1
l i
p e

Ⅲ
1：

Ⅲ
l●

l1
p ●

’1
Ⅲ
iG

Ⅱ
I8

1I
m
le

M
l i
pe

li
Ⅱ
ID

I
脾

M
MO

I
陰

1

1

ご利用ありがとうございます。

利用証明書

ゴ竿
NExE口

中日本

料金所(自） 新富士

料金所(至） 新静岡

23年 8月29日16時1 2分

通行料金 ¥1, 060－

(ETCｸﾚｼﾞｯﾄ） 車種 1

取扱番号

Ⅱ
０
２
６
１
．
７
Ｊ
：
ｑ
Ｉ
：
８
Ｊ
。
。
■
Ⅱ
：
■
０
口
・
■
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・
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ｌ
●
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■
１
．
・
■
１
口
・
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Ｉ
。
■
■
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。
“
■
ｌ
“
・
０
日
。
“
Ⅱ
ｌ
③
“
Ⅱ
１
．
。
■
Ｉ
。
。
■
Ⅱ
。
。
■
Ⅱ
。
□
■
Ｉ
・
・
■
０
・
●
■
１
口
“
０
１
。
。
■
０
．
・
■
Ⅱ

『

ご利用ありがとうございます。

利用証明書

ゴ許
MExE□

中日本

料金所(自） 新静岡
料金所(至） 新富士

23年8月29日20時3 0分

通行料金 ￥ユ， 060－

(ETCｸﾚｼﾞｯﾄ） 車種 1

取扱番号
AO7308-298559-526623 i AO7308-298571-281926
※通行料金は消費税率10%対象です｡ ! ※通行料金は消費理事1･0%対象です。
※本利用証明香はETC利用照会ｻｰピ ! ※本利用証明書はETC利用照会ｻｰピ
ｽで印字されたものです｡ ｽで印字されたものです。
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／

100％ 星IZ0円



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久 ）

華理番号

経費項目 §諏調･研修費･広聴広報費･野調誇瀧謄･会議費･資料{賊費･資糊鴬入費･事務費･調弼漬･人件費

内 容 県庁にて調査

年月 日 令和亙年8月ｦ0日~令和 年 月 日 金 額 ユヘzp 円

目的

骸当項目に丸削 部局事業ビアﾘﾝグ地ﾗ簿活動会派内調整打合せ･政務活動資料の整理
使途

絃当項目に丸印） 罫露 ，宿泊費・駐車料

政務活動.

県政との

関連性

骸当項目に丸ED

・毒・…云寺寅向(ﾉﾉ/こα入｜詞'F↑ﾐ旬〕ﾉ可Uﾉ手宗．三上安刀也皐寺と何臣両国ヲOo

Q地元要望に関連する部局の事業内容や敵組方針･進捗状況などを確認する。
・ 確認した事業の内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

・ 議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

・ 会派内で県施策等に関する検討を行い、意見の調整・集約を行う。

く領収書貼付枠"| ご利用ありがとうございます｡ 1 ご利用ありがとうござい童す。
'1 利用証明書 ｜ 利用証明書
11

1ヤ鴨－ 1や鶚－
｜I

ll鱸縄燕 I鱸鴻灘
|i 23年 8月30日12時55分 1 23年 8月30日21時57#7分
『

通行料金 ￥1， 060－ 1 通行料金 . ¥1, 060－

! (ETCｸIﾉｼﾞｯﾄ） 車種 1 ! (ETCｸﾚｼﾞｯﾄ） 車種 1

1 取扱番号

| AO8308-308746-659928
I ※通行料金は消費税率10％対象です。

｜ ※本利用柾明群はETC利用照会ｻｰビ i

1 ％で印字……
I

取扱番号
AO8308-308769-552422

※通行料金は消喪税率10％対象です。
※本利用証明心はETC利用照会サービ
スで印字されたものです。
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Ⅱ
Ｊ
ｏ
ｐ
０
ｊ
■
■
Ｏ
ｌ
ｐ
Ｇ
ｑ
ｌ
ｐ
Ｇ
■
Ⅱ
■
。
■
Ⅱ
●
■
０
０
０
０
■
Ⅱ
Ｄ
０
０
Ｄ
Ｄ
Ｄ
０
Ｉ
０
０
０
Ｉ
０
Ｄ
■
Ｉ
Ｃ
凸
Ｂ
Ｉ

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

_ﾌｰIZ-D 円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

WZﾉo円



様式第1－1号

塵

支出証拠 書

案分の理由 ｜ 領収書金額(a) ｣ 尋軍5戸｢辱藪霄受田詞寂司
全て政務活動にかかる ／

クタ0 h〃屑ものである 円

乏出かある場合は､領収篝の令顯 文て）…動善の吉卜Hま

『

号

経費項目 調罰眈費･研修費･広聴醗費･要詞鯖報鑛･会議費･資料肺蹟癌 ･事務費･事務目漬･刈犢

内 容 書識菅入代 ．

年月 日 令和t壱.月ら1日へ令和 年月 日 金額 や6'D円
、

目的 県政･社会情勢に関する情報収集

使途 書籍購入(書籍名:'filezDZろ犀洲恕管些､下 ）
政務活動

県政との

関連性

県政・関連の情報を収集し、政策や質問等の参考にする

、E只J1人事言弓只ロ|､｣1平,〃

1

1

’
I

｜
｜

’
■
ｑ
勺
踊
。
■
弓
■
回
■
■
■
■
■
■
■
首
Ⅱ
■
句
国
司
尾
■
謂
彊
引
例
呂
呈

眺
畢
野

旺
雇
今
日
二
日 」 …

Ｉ

漢
龍
展
岬
輝
毒

匿
愚
拙
Ｏ
里
迄

露
地
母
窪
畢
母

吹
飾

二
陀
圃
、

則
凹

『
Ｊ
幸
二
柚
院
し
回
勿
潤
．

【
［
ロ
ロ
『

岡
ひ
く

ト
、
砲
門
側

【
ｍ
ｌ
ｍ
ｐ
ｌ
ｍ
ｏ

｝
《
仁
、
鴉
う
へ
宍
缶
傷
尽
竺
凹
翠
岳

ひ
『
卜
『
虎
七
Ｉ
Ｃ
〔
〕
頁
ご
一
幽
口
劇
穏

」
↑
↑
幹
一
作
菜

」
に
ｏ
・
『
器
一
罷
舶
劇
尋

□
ご
ロ
固
器
ｓ
ｎ
得

ロ
ロ
ヨ
己
『
秀
篭
硝
ぺ

（
に
鵯
吊
ぬ
い
全
）

・
や
柵
二

Ｗ
署
拙
加
護
鮴
諜

躍
窯
〃
埋
旦
娼
妻

・
二
仙
催
ド

コ
仲
唯
旦
扇
Ｋ
囚

長
や
Ｐ
Ｓ
や
岬
禅…
、呂

琴
鴬
ｉ
ｒ
Ｉ
‐
ｌ
韮

ｅ
武
２
４
日
互

7
旦

占
郡

喧
判
這
囚

国

守唇

1J 君三幹やミィ嘩端畳

Eg窪術晶N』噂悼,申甑罷t

日言…3P写召』v当和さr

一
，
一
八
型
．
１
拍
圧
。
○
ぬ
娚
閏
牌
旺
肩
汕

必
砿
ぺ
．
剛
嬰
蕪
〃
一
試
辿
‐
倫
絡

＄
１

ふ
い
畳

100%



納品書 2023年08月28日 頁 1No. 46263

イマジンi出1版株式会社
ー~~~':､I

代表取締役『雨幸三
i ｝

〒112一0013東京都文京区音羽1念8

1伽識職;鱗：

四本康久様

■■■■
下記の通り納品致します。

¥4,950

主
目

ニ
ニ
ロ 求 書

2023年08月28日 頁 1No 46263

イマジン出版株式会社
夢

_ . ，;_ p

“代表取締役:片岡幸三・ F ｣

〒職置溌難窯

四本康久様

下記の通り御請求申し上げます。

¥4_950

行 商 品
Ｐ
『
４

血
ロ 数 定価 合計金額

1 D-5le2023年8月発行号(7月号）上･下 2 2，475 4,950

2

3

4

10

11

12

13

14

15

摘
要

合

計
2 4,950

行 商 品 名 I 数 定価 合計金額

1 D-61e2023年8月発行号(7月号）上･下 2 2,475 4,950

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

摘
要

今
1．

.二0

局T

2 4,950



様式第1－1号

支出証拠 書

ﾘ碇堪

／

／
／

一一四・ゾ バ 一し

経費項目 3踏研究費･研修費･広聴広報費･藍調靜聞峨･会議費･資料ｲ鱸･豚雨･事務費･謡弼漬･人仲費

内 容 新聞購読料（公明、聖教新聞）

年月 日
巳

令和r年3月う|日~令和 年 月 日 金 額 3,821円

目的 県政､社会情勢に関する情報収集

使途 >ろ年了月購読料
政務活動。

県政との

関連性

県政等の情報を収集し、政策や質問の参考にする。

識

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ご
三
国
母
穐

ｍ
○
四
巾
ｌ
ｍ
ｍ
－
マ
マ
唖
。
×
く
」
ｇ
閉
Ｉ
、
函
ｌ
守
爵
。
斗
山
ト

国
「
陶
桿
判
悟
佃
僧
魎
涯
担

語
晨
概
鰐
凹
脂
蜜

つ
囹
壺
繩
衷
畜
）

ｅ
嚥
茨
否
二
・
や
Ｐ
皿
岨
撮
環
舟
嘩
腫
騨
型
※

届
与
腰
帥
菜
刑置
1111口

鯉
型
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６
１
日
日
日
日
中
４
１

６
日
■
１
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■
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１
１
１
■
１
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日
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■
■
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ｊ
■
■
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■
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■
日
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１
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■

■

。
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昌
和
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封
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謹
刀

挺
試
腿
骨
目

帛
与
謡
粟
媚
鯉
盟
蕪

罎

‐

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

，

‐

‐

１
‐
１
，
，

‐
：
！
！

！‐，‐，‐

Ｈ貝ｐ、

D

舞
聴
転
鯛
踊

字
の
、
畠
『

蕊
頴
率
・
話
蕊
三廿貼

門

望

ｈ
』
》
‐
１
４
．
弐

一
国
津
）
垣
暇

寸
師
の
《
『

t､ や〃

･添

叩‘
. 『ﾆ
ｷ 齢 ,
審′＃'

掛噌常

明＃
･胃 ？･ ･

鋼

※
題
廉
瀞
剖

鰯
娼
吻
簿

ト
、
四
畠
【

鷺 群

議

記
蕊
‐
…
寺
．

胃

窒
製
濯
盾
|儲

く

吟
⑳
、
■
［

『

１

Ｊ

毎

輻

ｈ

や
写
、
Ｊ
１
Ｆ

。

価

※
歴
塀
露
剰

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

3,821円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支上 ｣額(a×b)

3｣ 821円



様式第1－1号

支出証拠 書

劃･雑誌名

|｢しんぶ人

ﾉぶん赤推

4

2C

上記の金額
ありがとう｜

ヨ本共産党
T410-031i

TELO
FAXC

罰4427円

／

100％ 4

華琿番号 舟－1／

経費項目 調劃院費･研修費･広聴曄蹟･勇調詳鬮費･会議費･資料倫蹟･…･事務費.義漸費.人件費

内 容 新聞購読料（しんぶん赤旗日刊・日曜版）

年月 日 令和r年8場 日～令和 年 月 日 金額 4,427円

目的 県政､社会情勢に関する情報収集

使途 乃年3月購読料
政務活動・

県政との

関連性
県政等の情報を収集し、政策や質問の参考にする。

g 癖丸 宛U鼠圃願

， 427円



様式第1－1号

整理番号 ’’ 8－ユユ

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久）

経費項目 調劃f殿･〃修費･広聴蒔蹟･舞諫儲滴鱸･会藷…綱事務蕊…“
内 容 新聞購読料(静岡・岳南朝日・富士ニュース・朝日・農業新聞) r月分

年月 日 フク)年菅月ろ1日～ 年 月 日 金 額 12,780円

目的 県政、社会情勢に関する情報収集

使途 渇年 で月購読料
政務活動。

県政との

関連性

県政等の情報を収集し、政策や質問の参考にする。

､、1J只孔又隷p1､｣1千ダダ

【内訳】

105-08-3112001謝司新聞 3,300円

朝日新聞（朝夕刊） 4,900円

岳南朝日新聞 977円

富士ニュース 980円

農業新聞 2,623円

計 。 12,780円

イⅡタントー
フンージ０８７Ｊ２１

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書 (a)

12,780円

案分 E(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

12,780円



様式第1－1号

P

支出証拠 書

JL|本廣

鑿理番号

経費項目 司踏形蹟･研修費･広聴広報費･要蒲幟轆鱸･簔識･資料倫蹟･資粥朧入費･事務費･属雨詞･人1蟻

内 容 事務所賃貸料（ ？月分ツ
年月 日 ﾌろ年で月31日～ 年 月 日 金 額 31， 231円

目的 一

使途
一

嵯又4万1直男U ・

県政との

関連性
一‐

、､貝llk胄倶白1丁1半少

Ⅵ
川
０
叫
川
町
１
旧

1,23-08-31

' 2,23-08-31

~" ･ ローー､ 1門ﾉ1

20d *62,00dﾘｳｷﾝｶ)ｱりﾋｹﾝtM

20d *46ｵ振込手数料 1

案分

政務

の理由

活動と後援会活動

で案分

慎限書銭頁(a)

62,462円

案分率(b)

l/2

％

ユq河口…嵐丞山醍KqハUノ

31,231円



様式第1－1号

－了宣言豆司

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 四本康久）

按分の理由 FI1▽垂今籟(ﾛ、 去典斗毒、‐､1 1証『零…h塞圭上LI噛冑/戸vl~、

全て政務活動にかかる

ものである。

※按分による支出がある場合は､領収書等の金額､按分率及び政務活動費の支出額をそれぞれ該当蘭に記入すること。

整理；
値ゴ

ー万一

経費項目 諺研究費･研修費･広聴嘩蹟･雰調誇瀧蹟･会議費･資料作成費･資繩鴬入費･事務費･調弼漬･灰碩

内 容 事務員の雇用(g-月分）

年月 日 令和r年8月61日~榊年 月 ロ 金 額 /児ﾀ"鍋

目的

使途

政務活動。

県政との

関連性

＜頑↓Ⅸ蕾貝百1寸科当＞

/屍'クゥ円
／

100% IE~bl'c'c円



1"#〆/｜"'"日ﾆｭﾒ'''月

3ﾙ鯛ヌ/, '''Fi=36,"'9

"""ロユチ調〆/,"'"fJ‐1/f

今獅澗､</W'IJ=形〃”

”P糊k/,"'9=",〃'同

令和5年 氏名 支払額 領収印

忌月 ■■ ユニIFcBC
巳 ■■

令和5年 氏名 支払額 領収印

9月 ■■■ %q"の■■
令和5年 氏名 支払額 領収印

8 月 ■■■ ﾕ､f""
~ ■

令和5年 氏名 支払額 領収印

8月 ■■■ ’ 子6”の
■ ■

令和5年 氏名 支払額 領収印

3月 ■■■ ,ﾒol"D ■



様式第1－1号

＝

支出証拠 書

一一一一一一一一一一

轄理番号

経費項目 訂踏形蹟･研修費･広聴広報費 ･雰鯨情撫轆･会議費･資料憾費･癖雨･藷豊漬･事銅費.人件費

内 容 新聞購読料（日本教育新聞）

年月 日 令和r年
〈

月 ７ 日へ令和 年 月 日 金額 ← 2,750円

目的 県政・社会情勢に関する情報収集

使途 zろ年 了月購読料

政務活動・

県政との

関連性

県政・教育等の情報を収集し、政策や質問の参考にする

、P只上Ⅸ言狽p1､｣1千．"〃

'05-09-0612001 2,7501SMBC(ﾆﾎﾝｷﾖｳｲ1:

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収薑島金額(a)

2,750円

案分里Z(b)

／

100%

政務活動費支出額(a×b)

2,750円


